
成果に関連して出版、もしくは印刷、投稿中の論文リスト

このプロジェクト（同様の過去のプロジェクトも含む）での成果

• Refereed Journal

“Missing Dwarf Problem in Galaxy Clusters”, Kase, H. and Makino, J. and Funato,

Y., 2007, Dec., PASJ, vol. 59, pp.1071-1080.

• 学会発表

「構造形成N 体シミュレイションの高精度化について」○船渡陽子 (東大総合文化),

藤井通子（東大理）,岩澤全規（東大総合文化）, 牧野淳一郎（国立天文台）, 日本天

文学会 2008年春季年会.

成果の概要

銀河形成において、銀河は多くのサブハローの合体で形成されたと考えられている。一

方、局所銀河群の中にある矮小銀河は、あまり合体を経験していないかもしれない。そう

だとすると、矮小銀河の構造は、その形成過程を考える手がかりとなると考えられる。

Boily, C. M. and Athanassoula, E., 2006 (MNRAS, vol. 369, pp.608-624) は、最初の

コールドコラプスで形成されるハローの構造がどのような構造をしているかを調べた。彼

らは、特に、中心部のカスプの構造とその初期条件依存性に注目して調べている。ただし、

彼らの数値実験には宇宙膨張の効果が入っていない。

私達は、この研究を、膨張宇宙の中で膨張しつつコラプスする粒子系に拡張して調べ

た。その結果、最初の粒子分布が一様に近いとできるハローの中心のカスプはフラットに

近く、最初の粒子分布にコアのような構造があると、形成されるハローの中止のカスプは、

ρ ∝ r−1.5に近い構造になることがわかった。この結果は、現在、論文にまとめていると

ころである。

私達は、また、構造形成シミュレーションの高精度化についての研究も行った。局所銀

河群形成を明らかにするためには、なるべく小さなサブハローの形成と構造進化をシミュ

レーションしたい。粒子数を増やすだけでなく、時間積分の高精度化も合わせて行ことに

より、より小さなサブハローについて調べることができるようになる。

私達の行った時間積分の高精度化は次のようなものである。構造形成が進むと、ハロー

の中心部では粒子の数密度が高くなる。そのような数密度の高くなった領域にある粒子群

を選んで、それらの軌道を、そうでない粒子より高精度な時間積分方法で追うようなコー

ドの研究・開発を行った。その結果は日本天文学会 2008 年春季年会で発表した。




